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平
成
29
年
度
　
施し

政せ

い

方ほ

う

針し

ん

は
じ
め
に

　
市
で
は
、
国
の
経
済
政
策
に
焦
点
を
合
わ

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
収
集
し
、
市
⺠
の

暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
政
策
を
、
し
っ
か
り
と

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
昨
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
第
五

次
総
合
計
画
は
、
市
⻑
就
任
以
来
の
公
約
で

あ
る
「
行
財
政
改
⾰
」「
産
業･

雇
用
を
つ
く

る
」「
生
活
を
ま
も
る
」「
共
助
社
会
づ
く
り
」

「
未
来
を
つ
く
る
」
の
5
本
の
政
策
を
柱
と

し
、
市
の
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
て
い
ま

す
。
筑
紫
野
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
交

通
の
利
便
性
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
こ
の
第
五
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策

を
着
実
に
推
し
進
め
る
こ
と
が
、
筑
紫
野
市

の
発
展
、「
ひ
か
り
輝
く
ふ
る
さ
と 
ち
く
し

の
」
の
実
現
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
29
年
度
は
、
市
⻑
就
任

2
期
目
に
し
て
、
3
年
目
の
折
り
返
し
の
年

に
な
り
ま
す
。
就
任
2
期
目
の
重
点
施
策
と

し
て
掲
げ
た「
⾼
尾
川･

鷺
⽥
川
の
治
水
対
策
」

「
筑
紫
駅
⻄
口
土
地
区
画
整
理
事
業
」「
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」「
地
域
交
通
対
策
」

そ
し
て
「
市
庁
舎
建
設
」
は
⻑
年
の
懸
案
事

項
で
あ
り
、
筑
紫
野
市
の
将
来
に
向
け
た
重

要
な
取
り
組
み
で
す
。
歴
代
の
諸
先
輩
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め

に
も
、
今
後
と
も
私
自
ら
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
、
職
員
⼀
丸
と
な
っ
て
全
⼒
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「
ム
ダ
を
省
い
た
効
率
的
な
行
財
政

の
確
立
」
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

●
市
庁
舎
建
設

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
経
緯
、
歴
史
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
、
防
災

の
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
、
市
⺠
が
集
え
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
実
施
設
計
の

作
業
を
経
て
、
来
年
11
月
末
の
完
成
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
健
全
な
財
政
運
営

　
第
⼆
次
財
政
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る

歳
⼊
の
確
保
と
歳
出
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

●
人
材
育
成

　
職
員
⼀
人
ひ
と
り
の
意
識
の
向
上
に
努
め
、

引
き
続
き
市
⺠
に
信
頼
さ
れ
る
人
材
づ
く
り
、

職
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　「
ま
ち
を
元
気
に
す
る
地
域
経
済
の

活
性
化
」
に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

●­

地
域
に
活
力
を
生
み
出
す
雇
用
の
創
出

▽ 

企
業
誘
致
の
情
報
の
収
集
に
努
め
、
有
益

な
情
報
は
積
極
的
に
検
討
を
行
な
い
ま
す
。

▽ 

商
工
業
者
の
経
営
指
導
や
創
業
支
援
等
に

つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
て
引
き
続

き
取
り
組
み
ま
す
。

●
農
林
業
の
振
興

　
農
地
の
有
効
活
用
や
担
い
手
の
育
成
、
消

費
者
需
要
に
応
じ
た
農
産
物
の
安
定
供
給
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
観
光
の
振
興

　
天
拝
公
園
内
ア
ジ
サ
イ
園
周
辺
の
道
路
整

備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
２
月
27
日
に
藤
田 

陽
三
市
長
は
、
平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
平
成
29
年
度
施
政
方
針
を
示
し
ま
し
た
。「
施
政
方
針
」
は
、
平

成
29
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。
今
号

で
は
そ
の
概
要
を
掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
●
問
い
合
わ
せ
先　
戦
略
企
画
課

「
ひ
か
り
輝か

が
や

く
ふ
る
さ
と
　
ち
く
し
の
」

の
実じ

つ

現げ

ん

に
向む

け
て

　施政方針演説を行う藤田市長

　庁舎建設予定地

　創業に必要な知識を習得「ちく
しの創業塾」

政策１

行
財
政
改
革

政策２
産
業
・
雇
用
を
つ
く
る
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　「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
、
健
康

で
笑
顔
輝
く
ま
ち
」
に
向
け
た
主
な
取

り
組
み

●
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進

▽ 

⾼
尾
川
・
鷺
⽥
川
の
改
修
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
格
的
に
地
下
河
川
の
掘
削
に
着
手

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
県

と
と
も
に
国
へ
の
要
望
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

▽ 

災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
昨
年
は
1
月
の

雪
害
、
熊
本
地
震
、
台
風
や
梅
雨
前
線
の

停
滞
な
ど
が
発
生
し
、
そ
の
都
度
、
災
害

警
戒
本
部
、
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
最
大

限
、
努
め
て
い
き
ま
す
。

● 

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

▽ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
⼀
環
と

し
て
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
、
⾼
齢
者
を
支
え
る
地
域
の
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

消
費
生
活
相
談
や
被
害
事
例
等
の
啓
発
・

教
育
に
努
め
ま
す
。

▽ 

「
第
⼆
次
健
康
ち
く
し
の
21
」
に
基
づ
く

健
康
増
進
、
食
育
推
進
を
継
続
し
て
進
め

ま
す
。

▽ 

生
活
困
窮
者
の
自
⽴
支
援
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

▽ 

全
て
の
市
⺠
の
人
権
が
等
し
く
保
障
さ
れ

る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続

き
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

▽ 

「
⾼
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」、「
障
害
者
福
祉
⻑
期
行
動
計

画
」、「
第
三
次
ち
く
し
の
男
⼥
共
同
参
画

プ
ラ
ン(

仮
称)
」の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
い
き
い
き
と
元
気
な
協
働
の
ま
ち
」

に
向
け
た
主
な
取
り
組
み

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
区
⻑
三
役
会
や
代
表
区
⻑
会
な
ど
の
組
織

的
な
取
り
組
み
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会

に
移
行
し
ま
す
。
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営

協
議
会
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

●
開
か
れ
た
市
政
の
推
進

▽ 

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
を
柱
と

し
た
積
極
的
な
広
報
活
動
に
努
め
ま
す
。

▽ 

市
⺠
の
皆
様
の
ご
意
⾒
を
直
接
聴
く
場
と
し

て
、
今
後
も
「
移
動
市
⻑
室
」
を
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　「
す
こ
や
か
に
育
つ
ま
ち
　
自
然
と
都

市
機
能
が
調
和
す
る
ま
ち
」
に
向
け
た

主
な
取
り
組
み

●
地
域
公
共
交
通
網
の
形
成

　
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

を
検
討
し
ま
す
。

●
筑
紫
駅
⻄
口
⼟
地
区
画
整
理
事
業

▽ 
事
業
地
内
外
の
「
土
塁
状
遺
構
」
に
つ
い

て
は
、
そ
の
保
存
、
活
用
な
ど
を
含
め
、

引
き
続
き
国
や
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

検
討
を
進
め
ま
す
。

▽ 

区
画
整
理
事
業
の
地
区
外
と
な
っ
た
「
ま

ち
づ
く
り
整
備
事
業
」
と
併
せ
て
、
事
業

完
了
を
目
指
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

●
子
育
て
支
援

▽ 

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
⼊
所
定
員
を

増
加
さ
せ
る
た
め
、
認
可
保
育
所
の
増
改

築
を
支
援
し
ま
す
。

▽ 

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
相

談
・
助
⾔
を
行
う
「
利
用
者
支
援
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

▽ 

産
前
・
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る

家
庭
に
対
し
て
「
赤
ち
ゃ
ん
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
派
遣
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

●
学
校
教
育

▽ 

地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
を
全
小
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

▽ 

不
登
校
児
童
生
徒
対
策
や
い
じ
め
の
防
止
な

ど
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

●­

⻘
少
年
の
健
全
育
成
、
生
涯
学
習
・
社
会

教
育
の
推
進

　
⻘
少
年
・
指
導
者
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
生
涯
の
学
び
を
通
じ
た
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
歴
史
・
⽂
化
の
継
承
と
振
興

　
阿
志
岐
山
城
跡
や
宝
満
山
の
活
用
な
ど
、
引

き
続
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
関
係
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

●
適
正
な
廃
棄
物
処
理

　
⼀
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
適
正
処
理
と
減

量
化
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
業
廃
棄

物
に
か
か
る
諸
問
題
に
つ
い
て
も
市
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　水道橋架け替え工事中の高尾川

　食生活改善推進会との移動市長室

政策３

生
活
を
ま
も
る

政策４

共
助
社
会
づ
く
り

政策５

未
来
を
つ
く
る


